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概要：デザイン思考は真の顧客要求を獲得するためのアプローチとして期待されており，従来型の要求獲得とデザイ
ン思考との融合が重要となっている．本稿では，役割別プロトタイピングを導入したデザイン思考と要求獲得の融合
手法を提案する．提案する手法は，要求獲得の状況レベルに合わせて，プロトタイピングの役割を設定し，その役割

毎に得た獲得要求を，プロトタイピングの結果に反映させる具体手順を提供する． 
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1. はじめに   

多様化する顧客要求に対応するため，デザイン思考によ

る要求獲得が注目されている[1][2]．デザイン思考を，要求

獲得手法に取り入れることは，有効だと考えられるが具体

的手法は明らかではない． 

本稿では，役割別プロトタイピングを導入したデザイン

思考と要求獲得の融合手法を提案する．提案手法は，要求

獲得状況のレベルに合わせて，プロトタイプを Low，Middle，

High の 3 つの役割に分類し，役割毎のプロトタイピングを

実施し，獲得要求を進化させていく具体手順を提供する． 

2. 要求獲得の課題と解決へのアプローチ  

従来型の要求獲得では，要求の源泉となるステークホ

ルダの識別，ユースケース分析を行い，機能／非機能要

求を抽出する[3]．従来型の要求獲得は技術者主導となり，

真の顧客要求の獲得が困難であるという指摘がある．そ

のため，真の顧客要求を獲得するために，ユーザの視点

に立って課題を明らかにし，要求の獲得を目指すデザイ

ン思考型のアプローチが注目されている[1][2]. 

デザイン思考による要求獲得は，ワークショップなど

で，顧客と共に，共感，問題定義，創出，プロトタイピ

ング，テストを繰り返して，ソリューションを導出する

[2]．多様化する顧客要求を実現するソリューションの開

発のためには，初級の技術者でもユーザの立場に立った

要求を合理的に獲得できることが重要である．しかし，

デザイン思考では要求獲得のプロセスの定義は存在す

るが，初級の技術者でも合理的に要求を獲得できる詳細

度まで手順が具体化されていない． 
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3. 成果物視点のデザイン思考と要求工学の融合  

Hehn らは，デザイン思考と要求工学による開発プロセス

で作成される成果物を分析し，それらを統合して，デザイ

ン思考と要求工学による接続性を考慮した成果物モデルを

提案している[4]．表 1 に提案された成果物モデルの一部を

示す．表 1 は，Heln らの文献に基づき，著者らが成果物の

対応関係を記述したものである．提案されたモデルでは，

Persona，Customer Journey，Low-Fidelity Prototype，Medium-

Fidelity Prototype，High-Fidelity Prototype，Usage Model， 

Service Model の成果物が，デザイン思考と要求工学の橋渡

しの役割として，要求工学型による開発作業へ結びつける

ことが提案されている．しかし，提案された成果物モデル

では，成果物間の関係づけはされているものの，各成果物

の作成手順は詳細化されていない． 

表 1 デザイン思考と要求工学の成果物モデル 
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図 1 デザイン思考と要求獲得を融合したプロセス

著者らの研究グループでは，Customer journey map（以下

CJM と略す）によるユーザ中心のアイデア創出の後，プロ

トタイピングによりアイデア検証と改善を繰り返し，プロ

トタイピングの有無で CJM のインサイトに違いがあるか

検証した[5]．本検証により，プロトタイピングがインサイ

トの獲得に一定の効果をもたらすことを示した．しかし，

プロトタイピングは，プロトタイプを作成しながらユース

ケースに改善を加えるなど，試行錯誤による繰り返し作業

が発生することや，デザイン思考と要求獲得の融合には初

級者にとって，終わらない作業となるリスクがある．デザ

イン思考と従来型の要求獲得の融合には，プロトタイピン

グの進め方を具体化することが重要と考えられる． 

4. デザイン思考と要求獲得手法の融合 

本稿では役割別プロトタピングを導入した要求獲得手

法を提案する．提案手法のプロセスを図 1 に示す．図 1 の

左側上段はデザイン思考のプロセス，左側中段はデザイン

思考と要求工学を組み合わせた要求獲得の手順，左側下段

は，CJM の具体的な流れを示す．図 1 右側は，左側の成果

物の具体例を示しており，➀はプロトタイプ，➁～➃，➅，

➆は CJM による成果物の具体例である．➄はユースケース

のよる成果物の具体例である． 

デザイン思考によるものづくりでは，アイデア創出の後，

プロトタイプ作成により，アイデアの検証と改善を素早く

反復することが推奨されている[1]．また，Hehn らは，プロ

トタイプを，Low，Middle，High の 3 つに分けて考えてい

る[4]．著者らは，図 1 左側中段に示すように，要求獲得の

状況に合わせて，プロトタピングに役割を設定し，その役

割毎にそれまでの獲得要求にプロトタイピングの結果を反

映させる方法を具体化し，CJM，プロトタイプ，ユースケ

ースの作成を繰り返すことを提案する． 

5. 今後の展望 

今後は，提案した手法を具体案件のワークショップにお

いて適用評価を行う．これにより，多様化する顧客要求を

実現するソシューション開発に貢献する． 
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